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ウコギ新梢の野菜的利用を目的とした栽培技術の確立
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1 はじめに

本県置賜地域では,古 くからウコギ (ヒ メウコギ)を
垣根として植栽 してきた。近年, ウコギの葉には抗酸化

作用や血糖値上昇を抑制する効果があるとされる機能性

成分が多量に含まれることが明らかになり,食品として

の価値が高まつてきている。 ウコギの新梢は柔らかく,

野菜としての利用により新たな地域特産物となる可能性

のある商材 として注目されていることから,ウ コギを農

業生産物として安定的に生産する技術の開発に取り組ん

だ。ここでは,露地栽培における収穫期間と収量,特性

について検討 した結果について報告する。

2 試験方法

(1)試験区,試験年次と規模

試験 1 収穫開始時期の検討 (2004年,定植 2年 目)

収穫開始の時期は①5月 下旬,②6月 上旬の 2区 とし,

①は 5月 21日 ,6月 24日 ,8月 3日 ,②は 6月 10日 ,7
月 8日 ,8月 3日 の各 3回収穫を行つた。試験規模は 1

区 15株 2反復とした。

成分についてはクロログン酸,3,5-ジ カフェオイルキ

ナ酸の含有量を高速液体クロマ トグラフィーで分析 した。

試験 2 収穫方法の検討 (2005年 ,定植 3年 日)

収穫の方法は①選り収穫,②一斉収穫の2区 とし,①
は 5月 下旬から1週間ごとに収穫適期の新梢を選んで収

穫する方法,②は6月 上旬から新梢の伸長程度に応じ3,4

週間ごと,伸長している新梢をすべて収穫する方法とし

た。試験規模は 1区 15m22反復とした。

(2)栽培概要

2002年 に挿木で苗を養成 し,2003年 4月 に定植 したも

のを材料とした。

栽植距離はうね幅 150cm,株間 30cm(2,222株/10a)

とし,施肥量は 10aあたり基肥が窒素, リン酸,カ リ各

10,6, 10kg,追 月巴が各 5,3,5kgと した。歯朗巴は 4月 中

旬に,追肥は 7月 中旬に施用 した。

3 試験結果及び考察

(1)試験 1 収穫開始時期の検討

いずれの区も収穫開始から数週間周期で新梢を収穫

することができた。これは,頂芽収穫後に順次脇芽が伸

長することによるものであった (図 1)。 5月 下旬に収穫

を開始 した区の aあたり総商品収量は 27 2kg,6月 上旬

に開始 した区は 36 1kgで あり,6月 上旬開始区の収量が

多くなつた。時期別では 8月 上旬の商品収量が最も多く

なつた。1本あたりの重量については,収穫開始時は大

きいものの除々に小さくなる傾向にあつた。これは,頂
芽よりも脇芽が細いことによると思われる (表 1)。

成分含量については,5月 24日 はやや少ない傾向にあ

つたものの,その後は頂芽,脇芽および時期別に見ても

大きな変動は見られず,乾燥葉 100gあたリクロロゲン酸

は 4500～5300mg,3,5ジ カフェオイルキナ酸は 1200～

2000mgの範囲内であった (図 2)。 このことから,新梢の

ポリフェノール成分含量は,収穫期間を通 して一定量が

保たれるものと思われる。

(2)試験 2 収穫方法の検討

樹高は,収穫期間を通 して選 り収穫が低かつた (表 2)。

選 り収穫区では 5月 下旬から9月 上旬まで,一斉収穫

区では 6月 上旬から8月 下旬まで収穫することができた。

時期別に見ると最も収量が多いのは,いずれの区も8月

上旬であつた (図 3)。 aあたり総商品収量は選 り収穫区

で 92 4kg,一 斉収穫区で 66 1kgであつた。一斉収穫区

の商品収量は,定植 2年目の約 2倍であつた。
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表 1 収穫開始時期とウコギ新梢の収量との関係 (定値 2年目)
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図 1 頂芽収穫後に伸長する脇芽
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図2 時期別成分含量の推移
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図 3 収穫方法とウコギ新梢の収量との関係

4 まとめ

ウコギの露地栽培は,頂芽収穫後に伸長する脇芽を順

次収穫することにより継続的な収穫が可能であり,定植

2年 目は 5月 下旬から8月 上旬まで収穫することができ,

商品収量は約 30kg/aで あった。成分含量は,収穫期間を

通 して大きな変動はなかった。定植 3年 目は選 り収穫す

ることにより,5月 下旬から 9月 上旬まで収穫が可能で

あり,商品収量は選 り収穫区で約 90kg/aで あった。
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表 2 収穫方法の違いと樹高

図 4 ウコギ新梢の出荷形態例
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